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 学校関係者評価委員による評価のまとめ  
  

学校関係者評価項目 評価のまとめ 

１ 目標に向けて、幼児は育っている Ａ ・ ○Ｂ  ・ Ｃ ・ Ｄ 

２ 目標に向けて、教職員は努力している ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

３ 自己評価の達成度・評語は適切である ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

４ 目標・指標は適切である ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

５ 自己評価の分析・改善策は適切である ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

６ 学校関係者評価のための資料は適切である Ａ ・ ○Ｂ  ・ Ｃ ・ Ｄ 

７ 学校関係者評価のための説明は分かりやすい ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

 
 

【評価のまとめ】項目ごとに、各委員がつけた点数の平均を計算する。 
  （Ａ：３．４以上 Ｂ：２．６以上３．４未満 Ｃ：１．８以上２．６未満 Ｄ：１．８未満） 
 

 
 

＜協議や自由意見の主な内容＞ 

○「チャレンジ・ウエンズデー」を課題としている点について 

 ・与えられることに慣れているため、自分の目標がもてないのでは。 

  選択肢のようなものがあってもよいのではないか。 

・本校で大きな成果を上げている各種検定試験合格を方向付けてみては？ 

○「ＰＴＡの在り方」を課題としている点について 

・学校支援の組織再構築が必要と考え、検討していきます。 

 ・協働本部と連携しながらも、継続させてほしい。 

・ＰＴＡは任意団体ではあるが、生徒への支援に差をつけるわけにいかず悩ましい。 

  保護者全体で学校や子ども達を応援する気持ちは持ち続けてほしい。 

 ・会長が立てられず、分担して活動している。内容を精選するなど工夫していきたい。 

○「地域と連携」を課題としている点について 

・フードパントリー、福祉バザーのボランティアがある。 

・団地祭は組織作りで膠着状態。生徒が話し合い、プレゼンしていただけると助かる。 

・子ども中心の社会づくりが必要。サポートしていきたい。 

○その他 

・大変難しい時代ですが、一人一人が日本の将来を担う大事な存在です。先生方が生徒と

共に成長していこうとの大きな心で指導して下さいますようお願いします。 

・多少課題は見えますが、教職員の皆さんと生徒さんもがんばっていることは何よりです。 

・オーバードーズが社会問題になっているが、本校では？貧困家庭や親子断絶が引き起こ

しているとも言われている。 


